
閥四囲
帥　●雌「

ニーへー《＿＿＿＿－＿＿
へ、＼－＼〈

一一一二一一＿＿＿＿《

1 �∴∴一言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉ 

〉＼類＿一詔園田同感 

㍉ ノ言 高一＼ －∴∴ �∴「r∴＊ 蔦．1 腕 

8－ ∴∴ i／／／ ��∴串 ＼く一連ti－猶 

／‾’ノトゝ● 

醜 聞， 

片言　澱、　騒認圏－ 

∴∴∴∴詩韻謹呈∴「∴ 

たくさんのご参加ありがとうございました。

おんがふれあLl釣り大会
11月3日に西川で、おんがふれあい釣り大会が行われました。会場には町内外合わせて

1，366人が訪れ、さわやかに晴れわたった秋空のもと、釣りを楽しみました。

今年、一般コイの部で優勝したのは、水巻町から参加した三輪啓一さん。コイの大きさ
はナント73．0cm。とてつもない大物に会場からは大歓声が上がっていました。
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申岩石
野下松

山野健大高
秀田伯重山20歳の祭典

成人式
◇平成10年1月15日（木）

午前11時から

◇遠賀コミュニティーセンター

●成人式の対象者には12月中旬、

ハガキでご案内します。

成人式には、就職や就学のため
に町内に住所がない人でも参加

できます。参加希望者は、12月19

日（金）までに教育委員会社会

教育課　℡（293）1234

へご連絡ください。（ご家旗・

知り合いの方でも結橋です。）
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国民年金
あなたの年金はだいじょうぶ？

保験料は忘れず忙
保険料を納めることは、あなたの安心（年金権）の積立です。

原則として20歳から60歳までの40年間保険料を納めます

将来（65歳から）、国民年金から満額の年金を受ける
には、20歳から60歳までの40年間、保険料を納めなけ

ればなりません。長い間、保険料を滞納していると、

年金額が少なくなったり、全く受けられなくなったり

する場合もあります。また被保険者が亡くなったり、

障害になったりしたときに支給される年金にも支障を

きたしますので、保険料は忘れずに納めましょう。

保険料は便利で確実な

口座振替を
利用してください。

年末調整
確定申告のときお忘れなく

●9年1月から12月までに納めた国民年金保険料は、

全額が所得から控除されます。
国民年金基金掛金も同様です。

●国民年金保険料控除額

帽陳曜図案
定額保険料 �月額　12，800円 

（H9年度） 

付加保険料 �月額　　　400円 

●1年分を前納した場合の保険料控除額

控除額 �定額保険料 �定額保険料＋ 
だけの場合 �付加保険料の場合 

1年前納 �149，890円 �154，570円 

ここが違います・・・公的年金と私的年金
公　的　年　金 �私　的　年　金 

役　　割 �老後生活の安定が損なわれることのないように、 終身保降をする。 �貯蓄の一種として、老後の生活に備える。 

運　　営 �国。 �民間。 

事務費 �保険料でまかなわず、国が負担。 �加入者の掛金と運用利益の中からまかなわれる。 

国庫負担 �基礎年金の年金額の3分の1を園が負担。 �なし。 

年金額 �完全物価スライド制で、物価の上昇に併せて年 �契約時に決定され、物価や生活水準が向上して 
金額も上がる。 �も、年金額は変動しない。 

税控除 �保険料は社会保険料控除として全額所得控除。 �掛金は最高で5万円までの所得控除。 



槻雲るまでの

届け出はお済みですか？
国民健康保険の加入者で、長い間会社や役所tこ勤め、厚生年金保険や共済組合、

船員保険などから年金を受けている人とその家族は、70歳になって「老人保健

制度」に移るまで「退職菩医療制度」で医療を受けることに株○ます。

●退職者医療制度に該当する人
（D国民健康保険に加入している（または、これから加入する）。

（㊦老人保健法の適用を受けていない。

③厚生年金、各種共済組合などの、老齢（退職）年金・通算老齢（退職）
年金・老齢厚生年金・退職共済年金を受けている。

④厚生年金、共済年金などの被用者年金保険の加入期間の合計が20年
以上あるか、40歳以降10年以上ある（ただし、国民年金は除きます）。

※なお、障害年金や遺族年金を受けているため、上記の年金が支給停止となっている方も対象

となります。たたし、若年停止の方は対象となりません。

退職被保険者と生活をともにし、おもに退職被保険者の収入によって
生計を維持している次の人です。

①退職被保険者の直系尊属、配偶者（内縁でもよい）と3親等内の親族、
または配偶者の父母と子。

（9国保の加入者で、老人保健法の適用を受けていない人。

（①年間の収入が130万円未満であること（60歳以上の老齢者、または

障害者の場合は年収180万円未満）。

●退職被保険者等の届1ナ出
該当する方は、年金証書が届いてから（または、任意継続保険等をやめてから）

14日以内に国保の窓口へ次のものを持参のうえ、届け出をして、一般の国保

とは違う「国民健康保険退職被保険者証」の交付を受けてください。

届け出に必要なもの　①年金証書

窓口で「国民健康保険退職被保険者証」を提示
して受診してください。一部負担金は次のとお
りです。

※入院時の食事代、外来の薬剤にかかる一部負担につい
ては、定額の自己負担となります。

②国保の保険証　⑧印かん；
」＿1，1，＿，＿＿＿＿、、、

「特例療養費の支給」

年金の受給権が発生した日から退職者医療制度適用の資格を得
ますが、社会保険庁や共済組合に年金の支給申請をすると、年
金証書が送られてくるまでに2－3か月かかります。そのため、
「退職被保険者証」を受け取るまでに、やむを得ず一般の国保

の保険証で受診した場合、申請によりあとで差額分（本人は1割、

被扶養者は入院のみ1割）が特例療養費として支給されます。
※すでに高額療養費が支給済の場合は除く。

（申請に必要なもの）①支払った医療責の領収書　②印かん

∴、
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一言・、

○
愈
轄
漆
繭
溺
饗
鮫
⑥
《
㊧
澄
多
雨
⑧
葱
－

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

柴
田
一
彦
さ
ん
に

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
授
与

1
0
月
2
4
日
に
福
岡
合
同
庁
舎
で
、
福
岡
県
知
事
、

県
農
協
中
央
会
長
等
多
数
の
関
係
者
を
迎
え
、
農

林
水
産
大
臣
感
謝
状
が
、
当
町
広
渡
の
柴
田
．
彦

さ
ん
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

柴
田
さ
ん
は
二
十
五
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
農

業
経
営
統
計
調
査
に
記
帳
協
力
さ
れ
た
も
の
で
、

農
業
振
興
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
栄
欝
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

広
く
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

遠
賀
町
へ
寄
附
金
の
贈
呈

㈱
釣
研
新
社
屋
落
成
式

日
月
1
1
日
に
、
㈱
釣
研
　
新
本
社
工
場
（
違
質

町
若
松
）
で
、
新
社
屋
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
落
成
式
は
、
水
巻
町
に
あ
っ
た
本
社
を
達

雄
町
に
新
築
移
転
し
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同
社
か

。
弓
道
質
町
に
寄
附
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
深
く

お
札
申
し
上
げ
ま
す
。

申
子
諦
「
丁
剛
関
時

以
心
伝
心

遠
賀
高
校
文
化
祭

日
月
1
6
日
に
遠
賀
高
等
学
校
で
、
文
化
祭
が
存

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
ハ
サ
ー
や
食
物
の
出
店
、

創
作
・
調
査
発
表
、
農
産
物
の
販
売
な
ど
が
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
大
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

祝
　
創
立
2
0
周
年

遠
賀
町
青
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

日
月
3
日
に
遼
質
町
筋
∵
武
道
場
で
、
遠
賀

町
少
年
柔
道
大
会
お
よ
び
青
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

創
立
2
0
周
年
視
質
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和

5
2
年
に
浅
水
小
字
校
旧
講
堂
で
は
じ
ま
っ
た
同

ク
ラ
ブ
も
今
年
で
釦
周
年
を
迎
え
、
数
々
の
す

ぼ
ら
し
い
戟
緋
を
残
し
ま
し
た
ー
中
で
も
平
成

4
年
3
月
か
ら
平
成
8
年
6
月
ま
で
の
4
年
間

で
：
八
幡
地
直
、
郡
内
で
1
8
連
覇
を
果
た
し
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
す
　
今
後
の
ま

す
ま
す
の
ご
活
鵬
を
お
餅
亘
い
た
し
ま
す

遠
賀
町
少
年
柔
道
大
会
の
詰
果

（
町
内
分
・
敬
称
略
）

へ
団
体
）

2
位
＝
違
質

へ
個
人
）

◇
幼
年
の
部
　
2
位
＝
安
膳
若
菜

◇
1
年
生
　
2
位
＝
小
田
拓
磨

◇
3
年
生
　
1
位
＝
入
江
正
論
、
安
藤
雄
．
郎

◇
5
年
重
　
2
位
＝
松
田
啓
悟



くらしの

固定資産税（3期）
国民健康保険税（6期）
12月16日から12月25日まで

役場293－1234

申実包犀績

展示ロビーだより

●日赤作目

奇異締

●露語細面

12月26日（金）まで

遠賀・中間地域広域
行政事務組合委託の
（有）環翌の従業員を募
集します
●職種　塵芥、し尿収集運搬業務

（男怖）
●募集人員　諾1名

●年齢　55歳くらいまで

●勤務時間　午前8時一午後4時

●給与　当社規定による

●休日　H、祝祭日

●待遇　昇給年1回、蛍与年2

回、各種保険有、交通費支給
退職金制度有

●応募　面接随時　電話連絡後履

歴辞を持参ください。

●締切　走出こなりしだい

●申込み・問い合わせ

（li）環整（逮銑郡芦屋町大字芦屋

1448番地）

℡（223）0402

きちんとできていますか？農地の賃借り 

利用権設定のおすすめ　　　8 
いろいろな理由で耕作できない農地は、他の農家にお任せしてい 

ることと思います。 

そんな中で、貸し手と借り手の間で時折起こる小作料の問題や、 

農地を返す、返さないなどの問題は、なかなか解決困難なもの。そ 

んな問題を未然に防ぐため、農地の貸し借りの際は「利用権の設定」、 

言わば「農地の賃借りについての契約」をしましょう。 

そうすれば、自分の大切 

な農地を安心して貸した く 

未」 暑遜盟ui諾詔書 

乳
児
相
談が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
1
2
月
1
6
日
　
（
火
）
　
午
前
9
時

5
0
分
～
1
0
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
　
和

室
●
対
象
　
生
後
3
か
月
－
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
、
栄
養
士
に
よ
る

栄
慈
指
導
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

国
の
教
育
ロ
ー
ン

を
利
用
し
ま
せ
ん
か

●
ご
利
用
い
た
だ
け
る
人

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
、
予
備
校
に
入
学
、
在
学

さ
れ
る
人
の
保
護
者
ま
た
は
本
人

●
融
資
限
度
額
　
学
生
、
生
徒
一
人
に

つ
き
百
五
十
万
円
以
内

●
返
済
期
同
　
人
年
以
内

●
措
置
期
間
　
在
学
期
間
以
内

●
利
率
　
年
二
・
五
％
　
（
平
成
9
年
1
1

月
m
R
現
在
）

●
保
証
　
㈲
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

ま
た
は
保
証
人
　
（
一
人
以
上
）

●
問
い
合
わ
せ
　
国
民
金
融
公
庫
　
八

幡
支
店
　
℡
　
（
6
4
1
）
　
7
1
1
5

防
衛
庁
職
員
募
集

●
採
用
予
定
職
種
お
よ
び
人
貝

給
護
・
・
・
一
人

●
応
募
資
格
　
3
5
歳
以
下
　
（
平
成
1
0
年

4
月
1
日
現
在
）

●
採
用
予
定
日
　
平
成
1
0
年
4
月
1
日

●
勤
務
先
　
航
空
自
衛
隊
第
3
術
科
学

校
　
（
芦
屋
基
地
）

●
給
与
　
十
五
万
千
言
百
円
－
－
仁

万
岬
千
五
百
円
　
（
経
験
・
年
齢
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。
）

●
申
込
先
　
航
空
自
衛
隊
　
第
3
術
科

学
校
　
総
務
課
人
事
班
　
℡
　
（
2
2

3
）
　
0
9
8
1
内
線
3
5
1

●
受
付
期
間
　
1
2
月
1
5
日
か
ら
平
成
同

年
1
月
1
9
日
ま
で

●
試
験

◇
と
き
　
平
成
m
年
1
月
2
3
日
　
（
金
）

◇
と
こ
ろ
　
航
空
自
衛
隊
　
第
3
術
科

学
校
　
（
芦
屋
基
地
）

◇
試
験
科
目
　
敦
蕊
（
簿
記
）
　
試
験
、

口
述
　
（
面
接
）
　
試
験
、
身
体
検
査

●
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
申
込
先
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

薩

田

平
成
的
年
1
月
下
旬
か
ら
、
C
S
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
利
用
し
て
仝
同
放
送
を

開
始
し
ま
す
。
自
宅
で
の
放
送
授
業
視

聴
に
よ
る
学
習
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

●
募
集
学
生
　
選
科
履
修
牛
　
（
．
年
間

在
掌
す
る
草
生
）
、
科
目
履
修
生
（
．

学
期
間
「
6
か
月
」
在
学
す
る
学
牛
）

●
出
願
受
付
　
1
2
月
1
5
日
－
平
成
1
0
年

2
月
1
5
H

●
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
福
岡
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

℡

0

9

2

　

（

6

5

1

）

　

4

9

5

2



平成9年工業統計調査
石油等消費構造統計調査
が行われます
（12月31日現在）

●調査の対象

製造業に属する事業所

●調査の方法

調査員が対象事業所に調
査票を配布し、後日回収
します。

※調査票に記入された内容
については、統計以外の
目的に使用することはあ
りません。御協力よろし

くお願いします。
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●
と
き
　
平
成
1
0
年
1
月
1
6
日

（
金
）
　
午
前
1
0
時
－
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
八
幡
西
区
役
所
二
階

第
3
2
号
会
議
室
　
（
北
九
州
市
八
幡
西

区
筒
井
町
十
五
－
．
）

●
受
付
相
談
事
項

1
　
旧
軍
人
等
の
恩
給
に
つ
い
て

2
．
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い

て

3
．
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
援
護

に
つ
い
て

4
．
中
国
等
か
ら
の
引
揚
者
お
よ
び
末

引
揚
者
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て

5
．
そ
の
他
援
護
業
務
全
般
　
（
補
装
具

の
受
付
業
務
は
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
利
係

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
　
（
町
内
分
・
敬
称
略
）

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
遠
賀
町
役
場
産
業
課
窓
口
に
て
お
求

華
宮
部

遠
賀
町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会
1
0
月
2
6
日
遠
賀
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

へ
団
体
戦
）

◆
男
子
の
部

優
勝
＝
遠
賀
川
A
チ
ー
ム

準
優
勝
＝
遠
賀
川
B
チ
ー
ム

三
位
＝
遠
賀
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

◆
女
子
の
部

優
勝
＝
遠
賀
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

準
優
勝
＝
遠
賀
川

三
位
＝
レ
デ
ィ
ー
ス
A

遠
賀
町
少
年
相
撲
大
会

1
0
月
2
6
日
遠
賀
総
合
運

動
公
園
相
撲
場

（団体戦）

優
勝
＝
広
渡
D
チ
ー
ム

準
優
勝
＝
木
守
A
チ
ー
ム

三
位
＝
浅
木
A
チ
ー
ム
、
虫
生
津
チ
ー

ム

（個人戦）

◆
小
笠
∴
年

∴
位
＝
二
ツ
橋
健
人
、
二
位
＝
松
尾

孝
次
朗
、
二
位
＝
駒
出
拓
志

◆
小
筆
二
年

．
位
＝
矢
野
雄
典
、
二
位
＝
林
路
流
、

三
位
＝
斉
藤
享
良

◆
小
学
三
年

一
位
＝
柳
瀬
恭
平
、
二
位
＝
中
西
徹
、

三
位
＝
本
村
龍
平

◆
小
学
四
年

一
位
＝
田
中
紀
行
、
二
位
＝
嶺
一
樹
、

二
位
＝
小
川
憲
太
郎

◆
小
学
五
年

．
位
＝
松
田
啓
悟
、
二
位
＝
村
田
総

連
、
二
位
＝
石
田
幸
二

◆
小
学
六
年

．
位
＝
小
出
和
弧
、
一
位
＝
芳
村
成

亮
、
二
位
＝
木
下
将
一
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シートベルトの 

課業藷裟晒しよう 　　　　　相馬を 
防止しよう 

平成9年10月30日から高齢運転者標識が鷲
入されました
75歳以iのIi：周論者は、普通自動車を運転す

るときは、このマークをつけるよう努めま

しょう．

このマークを表示したケルマに危険防圧の

為やむを得ない場合を除き、潮目込み・幅

高齢運転者標識i∴霊せなとをすると罰せられます

12月31日から

1月4日までごみの

収集はお休みです

12月31日（水）から1月4

日（日）まで、ごみの収集
はお休みになります。休
みの前後はごみの量が増
えますので、収集車の台
数を増やして対処します。
このため、普段に比べて

収集時間が早く標る地区
があります。ごみは収集
日の朝7時から8時まで
に出すように、ご協力を
お願いします。
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田
園
回
国

月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今

年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
一
年
は
と
て
も
早
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
旅
行
に
行
っ
た
り
、
友
達

と
飲
み
に
行
っ
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
に

行
っ
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
、

び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
竜
野
的
出
来
事

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
仕
事
の
こ
と
で

悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

2
1
世
紀
ま
で
あ
と
3
年
、
5
0
歳
ま
で

あ
と
3
年
で
す
。
残
り
少
な
い
2
0
代
を

悔
い
の
な
い
よ
う
に
、
日
向
に
楽
し
く

生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

来
年
が
本
町
に
と
り
ま
し
て
さ
ら
な

る
飛
躍
の
年
に
な
り
、
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
は
よ
り
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
（
　
G
O
O
D

－
B
Y
　
1
9
9
7
年
－
・


